
＜委員の主な意見：プラスチックの分別収集＞

１　プラスチック製容器包装分別収集の必要性

（３）分別収集の効果

・市民のごみ減量に対する意識向上は不可欠であり、良いきっかけとなる。

　・子や孫など次世代への負担が軽減できる。
　・ヒートアイランド現象など、地球温暖化防止に寄与できる。
　・環境部が率先して二酸化炭素を削減することにより。市全体及び市民に対して二酸化炭素削減の必要性がアピールできる。
（４）課題

ア　経費負担

・設備投資、人件費、ランニングコスト等を考えると、施設を持たずにアウトソーシングにするのが一番良いのでは。

　・資源循環の考え方に合わせれば、原油価格の高騰を受けて、固定設備は持たない方が良いのではないか。

　・外部委託にしてしまうと、知識を持った専門家が外にしかいなくなることも懸念される。

　・全体の収集量は変わらないので、いずれにしても経費は増える。結局、排出量を少なくしていくしか経費を減らす方法はない。

　・収集見込みの３０００ｔ／年という量はなかなか良い数字だと思う。

　・収集量の予測数値にズレがでると大変な事態になる。

　・プラスチックごみ搬送設備は将来的に必要となるのでは。

　・高カロリーのプラを抜くと、燃料費が増大しないか。

イ　市民の負担

（ア）分別について
　・対象外のものはサーマルリサイクルをすることについて市民の理解を得ればよいのでは。

　・費用の面から言うと、プラマーク付きのものを再商品化ルートにのせた場合、リサイクル費用の９７％はボトル等を作っている特定事業者が負担している。ゆえにコストダウンのため、プラマークの分別をしっかりとし、汚れているもの、プラマーク無しのものはサーマルリサイクルとして利用すればよいと思う。

・収集のルールと処理のルールが違うことを市民に対して明らかにするべきではないか。

　・ただ単に燃やすのなら、最初から「燃やせるごみ」で集めないと市民は納得しない。但し、破砕してから、資源として使えるものは取り除いているという説明であれば理解は得やすいと思う。今後リサイクル技術の向上等により、処理過程で新たに資源として利用できるもの（例えばＲＰＦなど）を取り出そうとした時に、「燃やせるごみ」で収集していると直接ピットへ入れてしまうため、選別ができなくなってしまう。将来的に見ると、容器包装以外のプラスチックの収集方法は今のまま「燃やせないごみ」とした方が良い。

（イ）対象物について

・分類がわかりやすいかどうか、家庭から出る頻度はどうか、といったことを参考にした方がよい。

　・事務局が出している『分別のキーワード』（「わかりやすい」「出しやすい」「質の高いもの」）についてはこれで良いと思う。市民がこれ以上細かく分別をするのは限界がある。

　・市民が分別をする中で、プラマークの無いものを明確にしておかないといけないのでは。文字だけではわかりにくいと思う。

・プラスチックならなんでも資源になると考えている市民はまだ多い。容器包装であるものとそうでないものの違いを明確にしていく必要がある。

・事業者の立場から言うと、費用対効果を考え、顧客から収集した廃棄物を、改めて会社で分別しているのが現状である。市民に対しては、例えば「卵パック」「ペットボトル」等、具体的に言わないといけない。市民レベルで判断するとぐちゃぐちゃになってしまう。

　・他市で、あるもののせいでランクが下がっているという事例があれば、それは取り除きたい。先進市に学んだことを、本市で活かせばよい。

（ウ）出し方
　・高齢者の世帯ではラベルを外すのにも一苦労する。

　・主婦としては、油汚れ等は洗剤を入れて洗わなければならず、水が汚れてしまうと思うと、洗わずに燃やしてしまった方がいいのではないかと思う。あれもこれも収集するとなると大変手間がかかるので、最低限きれいなものだけにしてはどうか。

・水で洗って資源として出しても、洗ったことで水を汚している。逆に、水を汚さないように、油汚れをテイッシュで拭くと、テイッシュがごみになる。環境に対してはプラスマイナスゼロではないか。よって、一定の分別方法を示しながら、市民に判断してもらうしかないと考える。

　・ペットボトルは容器のみ収集し、キャップとラベルはプラスチック製容器包装として分別をすることになる。今のうちから、ペットボトルはラベルを外すことを取り組んでおいた方がよいのでは。
・トレー等はそもそも過剰包装という点で問題になっている。そういう点からすると、市民の煩わしさを増やすより、「わかりやすい」「出しやすい」「質の高いもの」の３つの条件をクリアするものを資源として分別収集し、それ以外のものは燃やしてしまうのが良いと考える。始めから理想を求めても難しい。少しずつ改善していければ良いのでは。
２　今後の検討事項

　・地区を指定、いわゆるモデル地区で実施してはどうか。

　（現状では、ある時点で一斉に実施したい）

　・市民が困惑しないような曜日と回数にしてほしい。

　・排出者の効率も考えて、十分な周知が必要である。

・プラスチック製容器包装の収集、選別、保管を委託する場合、ストックヤードの臭いや、車両の進入経路等についても市民に十分な説明をするべきと考える。

・「燃やせないごみ」の委託料が若干減り、「プラスチック製容器包装」の委託料が若干増えると考えられる。

・新たな資源を分別することで、「燃やせないごみ」だけではなく、「燃やせるごみ」の収集量も変わってくると考えるが、現在の収集形態において積載効率や走行効率を考えると、単純に車両台数が減るとは想定しにくく、試算は難しいと思う。
・他市の状況を出して市民に説明するべきだ。その際、分別収集を行っている市だけでなく、行っていない市のデータも出すべき。
・他市のごみ排出量の状況とプラスチック製容器包装分別収集に関する調査　　※資料参照
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